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3月末現在の会員数576人
（男性358人・女性218人）

令
和
３
年
度
の
「
事
業
計
画
」(

案)

と
「
収
支
予
算
」(

案)

が
２
月
26
日
開
催
の

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
当
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
が
大
き
く
変
動
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
下
で
、
高
齢
者
等
の
就
業
参
加
率

を
さ
ら
に
高
め
、
意
欲
あ
る
高
齢
者
が
協
働
す
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
を
目

指
す
。
今
年
度
は
「
会
員
増
強
」
や
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
に
改
め
て
取
組
む
。

２

実

施

計

画

（
１
）
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時

的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就

業
機
会
の
提
供

①

受
託
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉

の
増
進
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、
高
齢
者
に

相
応
し
い
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
を
家

庭
、
民
間
事
業
所
、
官
公
庁
等
か
ら
有

償
で
引
き
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
能
力
、

希
望
等
に
応
じ
て
請
負
又
は
委
任
の
形

式
に
よ
り
就
業
機
会
を
提
供
す
る
。
ま

た
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
や
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
仕
事
の
分

か
ち
合
い
に
適
切
に
配
慮
し
て
い
く
。

①

有
料
の
職
業
紹
介
事
業

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
仕
事
の
求
人

を
受
け
付
け
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
希
望

す
る
高
齢
者
の
た
め
に
有
料
の
職
業
紹
介

事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
求
人
件
数

１
件

・
有
料
職
業
紹
介
事
業
収
益

１
千
円

②

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
）

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の

他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
派
遣
労
働
を
希
望
す
る
会
員

の
た
め
に
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
受
注
件
数

６
件

・
労
働
者
派
遣
事
業
収
益
１
２
０
０
千
円

就
業
上
必
要
な
技
能
、
知
識
を
就
業
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
際
の
就
業
に
結
び
つ
け
る
と
と
も

に
、
よ
り
広
い
就
業
分
野
で
の
仕
事
の
確

保
提
供
を
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
講
習

会
を
行
う
。

ア

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全

衛
生
教
育
講
習
会

(

２
面
へ
）

（
２
）
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
な

就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業

務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供

（
３
）
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就

業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に

係
る
就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技

能
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会

１
基
本
方
針

３年度事業計画(案)決まる

（
１
）
高
齢
者
の
入
会
促
進
と
就
業
機
会
の

確
保
・
拡
大

（
２
）
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
と
魅
力
あ

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
実
現

（
３
）
組
織
の
充
実
・
強
化
と
運
営
基
盤
の

強
化

（
４
）
公
益
目
的
事
業
の
着
実
な
実
施
と
地

域
社
会
へ
の
参
加
活
動
推
進

会 員 数 ６１８人
入 会 率 １．６％
受 注件 数 ２,４００件
就業延人員 ４９,５００人日
就 業 率 ７８％
契 約金 額 308 ,5 00千円

数
値
目
標

３
月
23
日
開
催
の
理
事

会
で
、
金
城
潔
事
務

局
長
の
退
任
に
伴
う
後

任
の
事
務
局
長
に
仲
宗

根

正

史

氏

の

就

任

（
４
／
１
付
）
が
承

事務局長に仲宗根正史氏
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（
１
面
か
ら
続
く
）

イ

駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会

ウ

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

エ

介
護
研
修
・
講
習
会

オ

そ
の
他
各
種
講
習
会

（
４
）
前
述
（
１
）
～
（
３
）
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
及
び
そ
の
他
の

社
会
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動

オ

「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

等
に
よ
る
情
報
の
発
信
、
周
知
等

③

調
査
研
究

本
事
業
の
実
績
を
集
計
す
る
ほ
か
、
時
代
の
要
請

に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

調
査
研
究
を
行
う
。

ア

高
齢
者
の
就
業
に
対
す
る
意
識
調
査
に
関
す
る

調
査
の
実
施
（
就
業
相
談
等
）
。

イ

必
要
に
応
じ
、
他
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
収
集
し
、

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。

④

会
員
の
拡
大

会
員
が
減
少
す
る
中
で
、
新
規
会
員
を
拡
大
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

入
会
説
明
会
及
び
就
業
相
談
会
の
強
化

イ

会
員
に
よ
る
「
一
人
一
会
員
」
運
動
の
推
進

ウ

女
性
会
員
の
増
強

エ

自
治
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
一
般
家
庭
へ
の
チ
ラ

シ
配
布

⑤

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

地
域
の
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
官
公
庁
等
を
訪
問

し
、
高
齢
者
に
相
応
し
い
仕
事
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
就
業
能
力
や
経
験
を
把
握
分
析
し
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
仕
事
の
提
案
を
次
の
と
お
り
行
う
。

ア

官
公
庁
（
市
長
、
市
議
会
議
長
、
担
当
部
局
等
）

へ
の
要
請

イ

事
業
所
、
自
治
会
、
関
係
団
体
等
へ
の
訪
問

⑥

相
談
、
情
報
提
供

入
会
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を
実

施
し
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
雇
用
、
就
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
係
る
相
談
、
情
報
提
供
を
一
般
市
民
や
高

①

普
及
啓
発

本
事
業
へ
の
信
頼
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

一
般
市
民
、
事
業
所
、
官
公
庁
に
対
し
、
本
事
業

の
意
義
と
基
本
的
な
理
念
及
び
仕
組
み
等
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
の
事
業
に
対
す
る

意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

独
自
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

イ

普
及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
及
び
情
報
誌
「
ニ
ュ
ー

ス

ゆ
ん
た
く
」
の
発
行

ウ

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

②

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
の
維
持
と
安
全
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕

事
を
安
全
か
つ
適
正
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、
安
全

意
識
の
高
揚
と
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
次
の
と
お

り
取
り
組
む
。

ア

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催

イ

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

ウ

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
と
安
全
対
策

推
進
実
施
計
画
の
策
定

エ

就
業
日
報
（
裏
面
に
あ
る
安
全
就
業
点
検
表
）

を
活
用
し
た
健
康
管
理
の
啓
発

齢
者
に
行
う
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

入
会
説
明
会
の
開
催

イ

就
業
相
談

⑦

社
会
参
加
活
動
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象

に
「
で
き
る
こ
と
を
」
・
「
で
き
る
範
囲
で
」
行
う

社
会
参
加
活
動
を
一
般
市
民
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
就
業
を
離
れ
た
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
高
齢
会
員
等
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
活
動
の
機
会
を
推
進
し
て

い
く
。

ア

下
校
時
の
児
童
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

イ

草
刈
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ

そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

組
織
の
充
実
・
強
化

と
運
営
基
盤
の
強
化

「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
地
区
・
地
域
班
、
職
群
班
の
組
織
力
向
上
と
地
域

に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
体
制
の
充
実
・
強
化
に

努
め
る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

定
時
総
会
の
開
催

イ

理
事
会
の
開
催

ウ

専
門
委
員
会
の
開
催

エ

地
区
総
会
の
開
催

オ

地
区
長
会
及
び
地
域
班
長
会
の
開
催

カ

そ
の
他
必
要
な
会
議
の
開
催

（
１
）
会

議

３
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（右から）高吉満弘委員、仲宗根弘委員、小橋川啓委

員長、比嘉榮徳委員、上江洲勝安全推進員

令
和
２
年
度
第
１
回
「
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
」
（
小
橋
川
啓
委
員
長
）
が
３
月
９
日
、
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
最
初
の
委
員
会
開
催
と
あ
っ
て
、
会
議
に

先
立
ち
浜
比
嘉
宗
明
副
理
事
長
が
挨
拶
。
協
議
事

項
と
し
て
上
江
洲
安
全
推
進
員
が
、
令
和
２
年
度

の
事
故
発
生
現
況
の
報
告
と
令
和
３
年
度
「
安
全
・

適
正
就
業
推
進
実
施
計
画
（
案
）
」
の
説
明
を
行
っ

た
。
県
下
の
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
当
セ
ン
タ
ー

の
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
小
橋
川
委
員
長
は

「
安
全
・
適
正
就
業
は
、
ま
ず
体
調
管
理
か
ら
と

述
べ
る
な
ど
安
全
が
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
る
」
と

改
め
て
強
調
し
た
。

安全・適正就業委員会を開催

緊
急
事
態
宣
言
下
で
大
幅
減
も

ー
２
月
実
績
ー

コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
の
注
意
を

連
合
と
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

連
合
と
の
合
同
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が

２
月
19
日
、
美
東
公
園
と
若
夏
公
園
で
抜
根
作
業
中

の
両
現
場
で
行
わ
れ
た
。
連
合
の
玉
城
徳
三
安
全
・

適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
は
「
刈
払
機
に
付
随

す
る
飛
石
な
ど
の
事
故
や
転
倒
に
よ
る
事
故
が
相
変

わ
ら
ず
多
い
。
現
場
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
た
上

で
作
業
に
当
た
っ
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
県
内
の
シ

ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
出
て
い
る
の

で
、
就
業
現
場
は
密
に
な
ら
な
い
よ
う
分
散
し
て
作

業
を
行
う
な
ど
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

上
江
洲
勝
安
全
推
進
員
は
「
今
年
度
は
す
で
に
６

件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
事
務
局
、
保
険
業
者
、
警
察
等
に
迅
速
に
連
絡

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
適
切
な
対
応
を
求
め
た
。

若
夏
公
園

美
東
公
園

第
13
回
理
事
会
が
３
月
23
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、
11

人
（
男
性
６
人
・
女
性
５
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結

果
３
月
23
日
現
在
の
会
員
数
は
５
７
６
人
（
女
性
２
１

８
人
・
男
性
３
５
８
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、
２
月
の

退
会
者
は
４
人
。

議
案
第
２
号
「
公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
変
更
」
に
つ
い
て
、
公
益
社

団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
46
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

議
案
第
３
号
「
公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
選
任
」
に
つ
い
て
、
公
益
社

団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
51
条

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

承
認
第
１
号
「
公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
」
に
つ
い
て
、

公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

会
運
営
規
則
第
９
条
第
15
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
３
年
２
月
実
績
で
は
、
会
員
数
５
６
５
人
で
２

人
の
減
（
０
％
）
、
就
業
実
人
員
３
１
９
人
で
70
人
の

減
（
▲
21
％
）
、
就
業
延
人
員
３
０
３
９
人
で
６
４
７

人
の
減
（
▲
21
％
）
、
配
分
金
約
１
５
８
７
万
円
で
約

２
０
０
万
円
の
減
（
▲
12
％
）
、
契
約
金
額
約
２
０
３

４
万
円
で
約
２
４
９
万
円
の
減
（
▲
12
％
）
と
な
っ
た
。

第
13
回

理
事
会



（第１６７号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和３年４月５日（４)

新型コロナワクチン接種について

■ 接種が受けられる時期

接種を行う期間は、令和３年２月17日から令和４年２月末までの予定です。最初は、医療従

事者等への接種が順次行われます。その後、高齢者、基礎疾患を有する方等の順に接種を進め

ていく見込みです。なお、高齢者への接種の開始は、早くても４月１日以降になる見込みです。

■ 接種回数と接種の間隔

２回の接種が必要です。

ファイザー社のワクチンでは、通常、１回目の接種から３週間後に２回目の接種を受けます。

１回目から３週間を超えた場合には、できるだけ早く２回目の接種を受けてください。

■ 接種の対象や、受ける際の接種順位

新型コロナワクチンの接種対象は16歳以上の方です。大量のワクチンは徐々に供給が行われ

ることになりますので、一定の接種順位を決めて、接種を行っています。

現時点では、次のような順でワクチンを受けていただく見込みです。なお、全国民分のワク

チンの数量の確保を目指していますので、順番をお待ちいただく方々にも、後から順次接種を

受けていただくことができる見込みです。

(1)医療従事者等

(2)高齢者（令和３年度中に65歳に達する、昭和32年４月１日以前に生まれた方）

(3)高齢者以外で基礎疾患を有する方や高齢者施設等で従事されている方

(4)それ以外の方

■ 接種が受けられる場所

原則として、住民票所在地の市町村（住所地）の医療機関や接種会場で接種を受けていただ

きます。インターネットで、ワクチンを受けることができる医療機関や接種会場を探すための、

接種総合案内サイトを設置する予定です。そのほか、市町村からの広報などをご確認ください。

なお、次のような事情のある方は、住所地以外でワクチンを受けていただくことができる見

込みです。具体的な手続きは、今後案内します。

・入院、入所中の住所地以外の医療機関や施設でワクチンを受ける方

・基礎疾患で治療中の医療機関でワクチンを受ける方

・お住まいが住所地と異なる方

■ 接種を受けるための手続き

次のような方法で接種を受けることになります。

(1)接種の時期より前に、市町村から「接種券」と「新型コロナワクチン接種のお知らせ」

が届きます。

(2) ご自身が接種可能な時期が来たことをご確認ください。

(3) ワクチンを受けることができる医療機関や接種会場をお探しください。（市町村から

会場が案内される）

(4) 電話やインターネットで予約をしてください。

(5) ワクチンを受ける際には、市町村より郵送される「接種券」と「本人確認書類（運転

免許証、健康保険証など）」を必ずお持ちになってください。

なお、接種費用は全額公費（無料）で接種出来ます。

-厚生労働省ＨＰより抜粋-



（５）令和３年４月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１６７号）

Ｑ１－１：ワクチン、予防接種とは何ですか。

Ａ：一般に、感染症にかかると、原因となる病原体（ウイルスや細菌など）に対する「免疫」

（抵抗力）ができます。免疫ができることで、その感染症に再びかかりにくくなったり、かかっ

ても症状が軽くなったりするようになります。

予防接種とは、このような体の仕組みを使って病気に対する免疫をつけたり、免疫を強くす

るために、ワクチンを接種することをいいます。

Ｑ１－２：集団免疫とは何ですか。

Ａ：感染症は、病原体（ウイルスや細菌など）が、その病原体に対する免疫を持たない人に

感染することで、流行します。ある病原体に対して、人口の一定割合以上の人が免疫を持つと、

感染患者が出ても、他の人に感染しにくくなることで、感染症が流行しなくなり、間接的に免

疫を持たない人も感染から守られます。この状態を集団免疫と言い、社会全体が感染症から守

られることになります。

なお、感染症の種類によって、集団免疫を得るために必要な免疫を持つ人の割合は異なりま

す。また、ワクチンによっては、接種で重症化を防ぐ効果があっても感染を防ぐ効果が乏しく、

どれだけ多くの人に接種しても集団免疫の効果が得られないこともあります。

新型コロナワクチンによって、集団免疫の効果があるかどうかは分かっておらず、分かるま

でには、時間を要すると考えられています。

Ｑ２：日本の新型コロナワクチン接種はどうなりますか。

Ａ：ファイザー社、モデルナ社、アストラゼネカ社などが、ワクチン開発を手掛けています。

試験の結果、ワクチンを投与された人の方が、投与されていない人よりも、新型コロナウイル

ス感染症を発症した人が少なかったと発表されています。

この結果、米国や英国では、ファイザー社等のワクチンの緊急的な使用が認められ、接種が

開始されています。

日本政府は、これらの製薬企業３社から合計で３億1,400万回分の供給を受けることについ

て合意をしています。１人に２回接種を行うとした場合１億5,700万人分となります。

また、ワクチンが国内で承認され、供給できる準備が整った際に、出来るだけ早く、国民の

皆さまにワクチンを提供できるよう準備しています。接種を希望される方々は、無料で受ける

ことができます。

日本では、ファイザー社のワクチンが、2021年２月14日に薬事承認されました。また、ア

ストラゼネカ社から同年２月５日に承認申請が行われ、現在、医薬品医療機器総合機構（PMDA）

において承認審査が行われています。

一方で、全国民分のワクチンを一度には確保できず、徐々に供給が行われることになりま

す。このため、一定の接種順位を決めて、接種を行っていく見込みです。

Ｑ３：新型コロナワクチンの効果（発症予防、持続期間）はどうなりますか。

Ａ：現在、国内外で新型コロナワクチンの開発が進められ、新型コロナワクチンの効果や安

全性等については確認されているところです。

また、ファイザー社、モデルナ社、アストラゼネカ社は、開発中のワクチンを投与した人の

方が、投与していない人よりも、新型コロナウイルス感染症に発症した人が少ないとの結果又

は中間結果が得られたと発表しています。

臨床試験や接種が始まってから時間があまり経過していないことから、効果の持続期間につ

いては明らかになっていません。今後の情報が明らかになるのを待つ必要があります。

－ コロナワクチンＱ＆Ａ－ ①



（第１６７号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和３年４月５日（６)

Ｑ４： ワクチンを受けた後に熱が出たら、どうすれば良いですか。

Ａ：ワクチンによる発熱は接種後１～２日以内に起こることが多く、必要な場合は解熱鎮痛

剤を服用いただくなどして、様子をみていただくことになります。このほか、ワクチン接種後

に比較的起きやすい症状としては、頭痛、疲労、筋肉痛、悪寒（さむけ）、関節痛などがあり

ます。

ワクチンによる発熱か、新型コロナウイルス感染症かを見分けるには、発熱以外に、咳や咽

頭痛、味覚・嗅覚の消失、息切れ等の症状がないかどうかが、手がかりとなります。（ワクチ

ンによる発熱では、通常、これらの症状はみられません。）

ワクチンを受けた後、2日以上熱が続く場合や、症状が重い場合、ワクチンでは起こりにく

い上記の症状がみられる場合には、医療機関等への受診や相談をご検討ください。

Ｑ５－１： ワクチンを受けられないのはどのような人ですか。

Ａ：一般に、以下の方は、ワクチンを受けることができません。ご自身が当てはまると思わ

れる方は、ワクチンを受けても良いか、かかりつけ医にご相談ください。

・明らかに発熱している方（※１）

・重い急性疾患にかかっている方

・ワクチンの成分に対し、アナフィラキシーなど重度の過敏症（※２）の既往歴のある方

・上記以外で、予防接種を受けることが不適当な状態にある方

（※１）明らかな発熱とは通常37.5℃以上を指します。ただし、37.5℃を下回る場合も平時の

体温を鑑みて発熱と判断される場合はこの限りではありません。

（※２）アナフィラキシーや、全身性の皮膚・粘膜症状、喘鳴、呼吸困難、頻脈、血圧低下等、

アナフィラキシーを疑わせる複数の症状。

Ｑ５－２： ワクチンを受けるのに注意が必要なのはどのような人ですか。

Ａ：一般に、以下の方は、ワクチンを受けるに当たって注意が必要です。ご自身が当てはま

ると思われる方は、ワクチンを受けても良いか、かかりつけ医にご相談ください。

・過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方

・心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある方

・過去に予防接種を受けて、接種後2日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われ

る症状がでた方

・過去にけいれんを起こしたことがある方

・ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある方

また、新型コロナワクチンは筋肉内に注射することから、

・抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝固障害のある方

は、接種後の出血に注意が必要とされています。

Ｑ５－３： 持病があり、薬を飲んでいる人はワクチンを受けることはできますか。

Ａ：薬を飲んでいるために、ワクチンが受けられないという薬はありませんが、基礎疾患の

ある方は、免疫不全のある方、病状が重い方など、接種を慎重に検討した方がよい場合があり

ますので、かかりつけ医とご相談ください。

ただし、抗凝固薬（いわゆる「血をサラサラにする薬」の一部です）を飲んでいる方は、ワ

クチンを受けた後、2分以上しっかり押さえてください。当てはまるかどうか不明な方は、か

かりつけ医などにご確認をしてください。

－ コロナワクチンＱ＆Ａ－ ②
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就業現場めぐり

「

公
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雑
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抜

根
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業

」

外

間

就

業

グ

ル

ー

プ

普
段
は
、
市
内
公
園
の
草
刈
清
掃
に
就
労
し
て
い
る
外
間
草
刈

班
（
外
間
元
二
リ
ー
ダ
ー
）
。
草
が
伸
び
な
い
冬
場
に
抜
根
作
業

と
し
て
、
雑
草
の
抜
き
取
り
を
行
う
。
昔
は
食
用
や
薬
用
と
し
て

重
宝
さ
れ
た
ス
ー
メ
ー
サ
（
ギ
シ
ギ
シ
）
や
オ
オ
バ
コ
（
フ
ィ
ラ

フ
ァ
グ
サ
）
な
ど
芝
生
面
に
群
れ
て
自
生
し
て
い
る
雑
草
を
根
こ

そ
ぎ
取
り
除
く
。
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
下
の
折
、
班
を
Ａ
・
Ｂ

の
半
数
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
交
互
に
就
労
。
こ
の
日
は
Ｂ
グ
ル
ー

プ
９
人
が
諸
見
里
公
園
で
雑
草
の
抜
根
作
業
を
行
っ
た
。

（
右
か
ら
）
宮
里
善
徳
さ
ん
、
高
江
洲
徳
秀
さ
ん
、
吉
田

明
さ
ん
、
久
手
堅
憲
恒
さ
ん
、
謝
花
嘉
昭
さ
ん
、
島
袋
樽

治
さ
ん
、
砂
川
晃
一
さ
ん
、
外
間
元
二
さ
ん
、
島
袋
邦
子

さ
ん
。
円
内
写
真
は
雑
草
？
ス
ー
メ
ー
サ

新

入

職
員

の

横

顔

庶
務
・
会
計
担
当

３
月
10
日
付

金

城

由

布

子

こ
の
度
、
庶
務
会
計
担
当
と
し
て
配
属
に
な

り
ま
し
た
。
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
精
一
杯
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
入

会

員

紹
介

兼
島

美
代
子

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

喜
瀬

輝
雄

（
美
里
中
校
地
区
）

粟
国

謙
次

（
美
里
中
校
地
区
）

仲
宗
根

初
子

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

佐
久
本

セ
ツ

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

宇
榮
原

宗
眞

（
美
里
中
校
地
区
）

平
田

嗣
明

（
美
里
中
校
地
区
）

崎
間

富
義

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

比
屋
根

房
江

（
美
里
中
校
地
区
）

仲
宗
根

清
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

玉
木

正
博

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

３
月
23
日
付
で
11
人
（
女
性
５
人
・
男
性
６

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。
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◇４月の予定◇

・
９
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
23
日
（
金
）
午
前
10
時

第
14
回
理
事
会

・
20
日
（
火
）
午
前
８
時
～

沖
縄
こ
ど
も
の
国

草
刈
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

編

集

後

記

セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
事
業
計
画
も
決

ま
り
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
時

期
に
な
る
と
入
学
式
、
入
社
式
、
歓
送
迎
会

な
ど
と
目
白
押
し
だ
が
昨
年
度
同
様
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
規
模
縮
小
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切

り
替
わ
る
な
ど
い
つ
も
の
光
景
と
違
う
。
当

の
人
達
に
と
っ
て
は
さ
ぞ
、
寂
し
し
く
も
あ

り
残
念
な
想
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
、

今
月
か
ら
高
齢
者
へ
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
い
よ
い
よ
始
ま
る
そ
う
だ
。
高
齢
者
の
我

が
身
、
接
種
へ
の
疑
問
や
不
安
は
尽
き
な
い

と
思
う
。
そ
こ
で
、
今
号
は
３
ペ
ー
ジ
に
わ

た
り
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。

本
稿
を
通
し
て
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

理
解
が
深
ま
り
不
安
払
拭
に
繋
が
れ
ば
幸
い

だ
が
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
は
気
掛
か
り
。

東
條

正
躬

大
城

博

編

集


